
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも庫内背面側に設けられた冷却器と庫内に設けられた冷気循環用のファンモー
タとを有する冷蔵ショーケースにおいて、
　 ファンモータを庫内
に取り付けるための取付板と、
　

冷却器に向け
るためのガイド板と
　を備えたことを特徴とする冷蔵ショーケース。
【請求項２】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、冷蔵ショーケースに係り、特に庫内に取り付けられている冷却用ファンモー
タの取付板の構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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前記取付板は、側面に形成された冷気循環用の通孔及び上下面に形成された通風路のう
ち少なくとも一方を有する請求項１に記載の冷蔵ショーケース。



従来の冷蔵ショーケースにおいては、庫内に配置された冷却器による冷気を自然対流させ
ることにより庫内の冷却を行っていた。そのため、庫内温度が不均一になることがあり、
さらにその結果、冷却能力不足等の問題を生じることがあった。
そこで、庫内にファンモータを取り付けて庫内の空気を強制的に循環させる冷蔵ショーケ
ースが用いられるようになった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ファンモータを取り付けただけでは、ファンモータにより形成される空気
の流れが乱流となって庫内をうまく循環しないことが多く、庫内温度を均一にすることが
できないという問題があった。
特に、ファンモータの吹き出し口付近に商品が置かれた場合には、さらに乱流が著しくな
り、庫内の冷却効率が低下する。
また、商品がファンモータの取付部に接触すると、ファンモータが破損する怖れがあった
。
この発明はこのような問題点を解消するためになされたもので、庫内温度の均一化と冷却
効率の向上を図ると共に商品の接触によるファンモータの破損を防止することができる冷
蔵ショーケースを提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係る冷蔵ショーケースは、少なくとも庫内背面側に設けられた冷却器と庫内
に設けられた冷気循環用のファンモータとを有する冷蔵ショーケースにおいて、

ファンモータを庫内に取り付け
るための取付板と、

冷却
器に向けるためのガイド板とを備えたものである。
　また、取付板が、側面に形成された冷気循環用の通孔及び上下面に形成された通風路の
うち少なくとも一方を有することが好ましい。
【０００５】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。
図１はこの発明の実施の形態に係る冷蔵ショーケースの内部を示す平面断面図である。前
面が開放された箱形状の本体１は断熱体から形成されており、本体１の前面に左右一対の
スライド扉２が開閉自在に取り付けられている。本体１の左外側部には機械室３が画成さ
れ、機械室３内に圧縮機４及びコントロールボックス５の他、図示しない凝縮器、冷凍機
部品、蛍光灯安定器等が設けられている。
【０００６】
本体１とスライド扉２で構成される庫内の前面中央部には上下方向に中央枠６が固定され
、この中央枠６にショーケース効果を出すための蛍光灯７が上下方向に設けられている。
庫内の背面側には機械室３の圧縮機及び凝縮器等に接続されて冷却ユニットを構成する冷
却器８が取り付けられると共に冷却器８の直下に冷却器８からの除霜水を受ける除霜水受
け板９が配設されている。また、庫内の左側面奥側には庫内の冷気を強制的に循環させる
ためのファンモータが取付板１０を介して取り付けられている。
【０００７】
図２～４に示されるように、取付板１０は、ファンモータを覆うような箱形状を有し、そ
の前面に多数の開口部からなる吹き出し口１１が形成されている。また、庫内に取り付け
られたときに庫内の前面を臨む取付板１０の左側面には、冷気循環用の多数の通孔からな
る吸い込み口１２が形成されている。さらに、取付板１０の上下面は、この取付板１０が
取り付けられる庫内壁面との間に隙間が形成されるような形状及び大きさを有しており、
ファンモータの運転時にはこの隙間が通風路１４として作用する。
取付板１０の左端部には、取付板１０の前面に対して斜め、例えば４５度の角度で張り出
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すように、ファンモータからの送風を冷却器８に向けるためのガイド板１３が一体に取り
付けられている。図３に明確に示されるように、ガイド板１３は、取付板１０の前面に形
成された吹き出し口１１のほぼ中央部にまで延びている。
【０００８】
次に、この実施の形態に係る冷蔵ショーケースの作用について説明する。まず、コントロ
ールボックス５の前面に設けられたスイッチ類を操作することにより、冷却ユニットが起
動されると共に蛍光灯７が点灯され、さらに取付板１０に取り付けられた冷気循環用のフ
ァンモータが駆動される。冷却ユニットの起動により、庫内の背面側に取り付けられた冷
却器８はコントロールボックス５の庫内温度設定スイッチで設定された所定の温度に冷却
される。
【０００９】
ここで、冷気循環用のファンモータが駆動されているため、図１に矢印で示すように、庫
内の前面側の空気が取付板１０の左側面に形成された吸い込み口１２及び取付板１０の上
下面に形成された通風路１４から吸い込まれ、取付板１０の前面に形成された吹き出し口
１１から吹き出される。このとき、取付板１０の左端部に取付板１０の前面に対して斜め
に張り出すようにガイド板１３が取り付けられているので、ファンモータにより吹き出し
口１１から吹き出された空気は庫内背面側の冷却器８に向かうように案内され、冷却器８
で冷却されつつ庫内の右側へ進み、本体１の右側面に沿って庫内の前面側に至り、再び取
付板１０の吸い込み口１２から吸い込まれる。このようにして庫内の空気が冷却器８で冷
却されながら庫内を循環する。その結果、庫内温度が均一化になると共に冷却効率の向上
が図られる。
【００１０】
また、庫内の前面を臨む取付板１０の左端部から吹き出し口１１のほぼ中央部にまで延び
るように斜めにガイド板１３が取り付けられているので、吹き出し口１１の直前に商品が
置かれることが防止され、吹き出しスペースを常時確保して冷気の循環を円滑に行うこと
が可能となった。このため、商品がよく冷えるようになる。
さらに、ガイド板１３の存在により、商品がファンモータの取付部に直接接触することが
防止され、ファンモータが破損する怖れがなくなった。また、商品の出し入れ時に庫内に
差し入れた手がファンモータの取付部に直接接触することも防止されるので、安心して出
し入れ作業を行うことができるようになった。
【００１１】
なお、上記の実施の形態においては、庫内の左側面奥側に取付板１０を介してファンモー
タを取り付けたが、これに限るものではなく、庫内の右側面、背面、天井面等、冷却器や
機械室の位置に合わせて適宜箇所に取り付けることができる。
また、取付板１０にガイド板１３を一体に取り付けたが、ガイド板１３は庫内の壁面に直
接取り付けることもできる。
取付板１０の左側面に冷気循環用の多数の通孔からなる吸い込み口１２が形成されていた
が、庫内の冷気の流れに合わせて吸い込み口１２を取付板１０の右側面に形成したり、両
側面に形成することもできる。さらに、場合によっては、取付板１０に側面の吸い込み口
１２と上下面の通風路１４とのいずれか一方のみを形成してもよい。
【００１２】
【発明の効果】
　以上説明したように、この発明の冷蔵ショーケースは、

ファンモータを庫内に取り付けるための取付板と、

冷却器に向けるためのガイ
ド板とを備えているので、庫内温度の均一化と冷却効率の向上を図ると共に商品の接触に
よるファンモータの破損を防止することが可能となった。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態に係る冷蔵ショーケースの内部を示す平面断面図である
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。
【図２】　実施の形態で用いられた取付板を示す斜視図である。
【図３】　実施の形態で用いられた取付板を示す正面図である。
【図４】　実施の形態で用いられた取付板を示す平面図である。
【図５】　実施の形態で用いられた取付板を示す左側面図である。
【符号の説明】
１　本体、２　スライド扉、３　機械室、４　圧縮機、５　コントロールボックス、６　
中央枠、７　蛍光灯、８　冷却器、９　除霜水受け板、１０　取付板、１１　吹き出し口
、１２　吸い込み口、１３　ガイド板、１４　通風路。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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